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れ
る
。
今
年
は
よ
り
多
く
の
親
子

に
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
、
開
催

回
数
を
増
や
し
た
。

　

７
月
28
日
の
新
聞
教
室
に
は
、

68
組
約
１
７
０
人
の
親
子
ら
が
参

加
。
１
都
５
県
の
小
１
か
ら
中
２

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
、
作
品
作

り
に
取
り
組
ん
だ
。

　

最
初
に
鹿
野
川
喜
代
美
・
本
社

Ｎ
Ｉ
Ｅ
企
画
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、
新

聞
を
楽
し
く
読
み
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

　

新
聞
を
切
り
貼
り
し
て
自
分
だ

け
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
作
品
を
作
る

「
夏
休
み
親
子
新
聞
教
室
」
が
７

月
28
日
と
８
月
20
日
の
２
回
に
わ

た
り
、
東
京
・
大
手
町
の
読
売
新

聞
東
京
本
社
で
開
か
れ
た
。

　

読
売
新
聞
社
が
２
０
０
８
年
か

ら
主
催
し
て
い
る
毎
夏
恒
例
の
イ

ベ
ン
ト
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
に

役
立
つ
こ
と
も
あ
り
、
例
年
定
員

の
２
倍
を
超
え
る
応
募
が
寄
せ
ら

世
界
に
一
つ 

わ
た
し
だ
け
の
新
聞

立
栗
木
台
小
教
諭
、
田
村
香
代

子
・
東
京
都
杉
並
区
立
高
井
戸
小

教
諭
、
島
貫
勝
義
・
東
京
都
北
区

立
堀
船
中
教
諭
が
、
日
頃
取
り
組

ん
で
い
る
新
聞
を
活
用
し
た
授
業

や
、
児
童
生
徒
の
作
品
を
紹
介
し

た
。
説
明
を
聞
い
た
子
ど
も
た
ち

は
早
速
、
読
売
新
聞
や
読
売
Ｋ
Ｏ

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
新
聞
、
別
刷
り
の
Ｎ
Ｉ

Ｅ
特
集
「
わ
く
わ
く
新
聞
活
用
」

を
め
く
り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
す
る
記

事
を
選
び
始
め
た
。

五
輪
や
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
な
ど

テ
ー
マ
に
ス
ク
ラ
ッ
プ

　

子
ど
も
た
ち
が
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
た
の
は
、
リ
オ
五
輪
や
米
大

リ
ー
グ
・
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
日
米

通
算
安
打
記
録
、
ス
マ
ホ
ゲ
ー

ム
、
熱
中
症
、
日
本
人
宇
宙
飛
行

士
な
ど
様
々
。
気
に
な
る
記
事
や

写
真
、
広
告
を
切
り
抜
き
、
レ
イ

ア
ウ
ト
を
工
夫
し
な
が
ら
専
用
の

用
紙
に
貼
っ
て
い
く
。
そ
の
後
、

マ
ジ
ッ
ク
や
蛍
光
ペ
ン
で
注
目
し

た
箇
所
に
色
を
つ

け
、
タ
イ
ト
ル
と
な

る
新
た
な
見
出
し
を

つ
け
た
り
、
感
想
や

意
見
を
書
き
込
ん
だ

り
し
て
、
個
性
豊
か

な
作
品
に
仕
上
げ
て

い
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
作

品
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
間
、
鹿
野
川
Ｎ
Ｉ
Ｅ
企
画

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
３
教
諭
が
会
場
内

を
回
り
、「
用
紙
に
貼
り
き
れ
な

い
と
思
っ
た
ら
、
見
出
し
だ
け
貼

っ
て
も
Ｏ
Ｋ
」「
絵
を
書
き
加
え

て
も
い
い
よ
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。
そ
の
後
、
８
組
の
親
子

が
壇
上
に
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
を
紹
介
。
親
子
が
力
を
合
わ

せ
て
仕
上
げ
た
力
作
に
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
か
ら
は
「
気

に
な
っ
た
記
事
を
探
し
て
切
り
貼

り
す
る
の
は
楽
し
か
っ
た
」「
今

度
は
別
の
テ
ー
マ
で
作
り
た
い
」

な
ど
の
声
が
挙
が
っ
た
。
一
方
、

親
か
ら
は
「
子
ど
も
の
興
味
関
心

が
分
か
り
、
有
意
義
な
時
間
だ
っ

た
」「
子
ど
も
が
い
ろ
い
ろ
と
考

え
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。

　

最
後
に
鹿
野
川
Ｎ
Ｉ
Ｅ
企
画
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
「
新
聞
を
読
む
と
、

た
く
さ
ん
の
喜
怒
哀
楽
と
出
会
う

こ
と
が
で
き
、
そ
の
積
み
重
ね
が
、

豊
か
な
人
生
を
生
き
る
こ
と
に
つ

な
が
る
」
と
話
し
、
教
室
を
締
め

く
く
っ
た
。

　

８
月
20
日
の
新
聞
教
室
に
は
、

26
組
66
人
の
親
子
が
参
加
し
た
。

（
７
月
28
日
の
「
夏
休
み
親
子
新

聞
教
室
」
の
詳
細
は
８
月
18
日
付

の
本
紙
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
）

を
作
る
コ
ツ
を
解
説
。「
18
歳
か

ら
選
挙
権
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

人
と
ど
う
関
わ
り
、
ど
う
生
き
て

い
く
か
を
考
え
ら
れ
る
頭
を
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
育
て
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
新
聞
を
読

ん
で
『
な
ぜ
？ 

ど
う
し
て
？
』

と
常
に
考
え
る
習
慣
を
つ
け
、
自

分
の
意
見
を
持
つ
こ
と
が
大
切

だ
」
と
強
調
し
た
。

　

続
い
て
、
杉
山
美
佳
・
川
崎
市

「夏休み親子新聞教室」 ７、８月に本社で開催

新聞作りに取り組む参加者たち

新聞作りのコツを話す鹿野川喜代美・

本社ＮＩＥ企画デザイナー



科学にふれるバスツアー

る
こ
と
や
、
26
万
ト
ン
の
タ
ン

カ
ー
で
運
ん
で
き
た
原
油
は
一

日
で
２
隻
分
が
消
費
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
な
ど
、
児
童
ら
は
日

本
と
石
油
の
基
本
的
な
か
か
わ

り
を
学
ん
だ
。

石
油
製
品
の
製
法
、

実
験
で
学
ぶ

　

こ
の
後
、
原
油
を
ガ
ソ
リ
ン

や
軽
油
、
重
油
な
ど
の
石
油
製

品
に
分
け
る
原
理
の
実
験
を
行

っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
、
重

油
は
そ
れ
ぞ
れ
沸
点
が
違
う
た

め
、
原
油
を
熱
し
て
温
度
別
に
蒸
発

し
た
気
体
を
冷
や
し
て
液
体
に
戻
せ

ば
分
離
で
き
る
。
実
験
で
は
、
水
と

グ
リ
セ
リ
ン
を
混
ぜ
た
茶
色
の
液
体

を
フ
ラ
ス
コ
で
熱
し
、
１
０
０
度
で

気
体
に
な
る
水
だ
け
が
フ
ラ
ス
コ
か

ら
伸
び
た
ガ
ラ
ス
管
を
通
っ
て
透
明

な
液
体
と
し
て
ビ
ー
カ
ー
に
戻
さ
れ

る
様
子
を
観
察
し
た
。

　

最
後
に
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
の

話
を
聞
い
た
。
石
油
な
ど
化
石
燃
料

を
使
い
続
け
る
と
二
酸
化
炭
素
の
濃

度
が
高
く
な
り
地
球
の
表
面
温
度
が

上
昇
す
る
た
め
、
環
境
に
や
さ
し
い

バ
イ
オ
ガ
ソ
リ
ン
や
燃
料
電
池
な
ど

の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・

供
給
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
説
明
を

受
け
た
。

　

製
油
所
見
学
で
は
、
再
び
バ
ス
に

乗
っ
て
広
大
な
敷
地
を
回
っ
た
。
原

油
を
石
油
製
品
の
も
と
と
な
る
成
分

に
分
け
る
常
圧
蒸
留
装
置
や
３
０
０

基
の
貯
蔵
タ
ン
ク
の
ほ
か
、
出
来
上

が
っ
た
製
品
を
出
荷
す
る
た
め
の
タ

ン
カ
ー
専
用
の
桟
橋
、
貨
物
列
車
や

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
出
荷
場
な
ど
巨

大
な
施
設
に
児
童
は
目
を
輝
か
せ

た
。
ま
た
、
安
全
対
策
の
た
め
に
７

台
配
備
さ
れ
て
い
る
消
防
車
に
よ
る

高
所
放
水
の
実
演
も
行
わ
れ
た
。

　

児
童
ら
は
昼
食
後
、
日
本
科
学
未

来
館
に
移
動
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
ア
シ
モ

君
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
原
理
を

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
目
で
見
え
る
形
で

説
明
し
た
体
験
型
の
展
示
な
ど
最
先

端
の
科
学
に
触
れ
た
。

　

東
京
都
大
田
区
か
ら
参
加
し
た
小

学
４
年
の
﨑
田
彰
人
君（
９
）は
「
石

油
製
品
が
温
度
の
違
い
で
で
き
る
様

子
が
分
か
っ
た
。
製
油
所
の
貯
蔵
タ

ン
ク
が
大
き
い
の
で
驚
い
た
」
と
感

想
を
話
し
て
い
た
。

ＪＸエネルギー製油所と日本科学未来館を見学

ＪＸエネルギー根岸製油所で原油の蒸留原理の実験を食い入
るように見つめる児童たち

ＪＸエネルギー根岸製油所の
大型化学高所放水車の説明
を受ける参加者たち

日本の
エネルギーを
支えているのは
ここだ!

　
「
第
12
回
な
つ
や
す
み
科
学
バ
ス

ツ
ア
ー
」（
主
催
・
読
売
新
聞
東
京

本
社
、
共
催
・
Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

が
８
月
２
日
、
行
な
わ
れ
た
。
39
組

78
人
の
小
学
生
４
～
６
年
生
と
保
護

者
が
日
頃
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
製

油
所
を
見
学
し
た
り
、
石
油
製
品
が

ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
る
の
か
を
実

験
を
通
し
て
学
ん
だ
り
し
た
。
ツ
ア

ー
で
は
、
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
参
加
し
て
い
る
Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
）
の
根
岸
製
油
所
（
横

浜
市
磯
子
区
）
と
日
本
科
学
未
来

館
（
東
京
都
江
東
区
）
を
回
っ
た
。

本
紙
な
ど
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
約

７
０
０
組
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

参
加
児
童
ら
は
こ
の
日
午
前
８
時

に
東
京
・
大
手
町
の
読
売
新
聞
東
京

本
社
に
集
合
し
、
バ
ス
２
台
に
分
乗

し
て
根
岸
製
油
所
に
向
か
っ
た
。

同
製
油
所
は
、
周
囲
約
12
キ
ロ
、

２
２
０
万
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
広

大
な
土
地
に
展
開
し
て
い
る
。

　

製
油
所
に
着
く
と
、
同
製
油
所
総

務
グ
ル
ー
プ
の
加
藤
照
行
マ
ネ
ジ
ャ

ー
が
「
今
朝
は
大
雨
だ
っ
た
の
で
ど

う
な
る
こ
と
か
と
思
っ
た
が
、
皆
さ

ん
を
無
事
お
迎
え
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
あ
い
さ
つ
。
さ
っ
そ
く
映
像

を
見
な
が
ら
社
員
に
よ
る
解
説
が
始

ま
っ
た
。
日
本
で
は
発
電
や
車
の
動

力
源
、
石
油
製
品
の
原
料
な
ど
と
し

て
利
用
さ
れ
、
世
界
３
位
の
石
油
消

費
国
で
あ
り
な
が
ら
、
原
油
の
約
80

％
を
中
東
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い

開
催
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（左）千葉大職員（左端）を相手に模擬取材を
するルンド大の学生たち　（下）模擬取材の
成果を披露するルンド大の学生たち

本社教育部長
並木中等教育学校で講演

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
学
生
に「
こ
と
ば
の
授
業
」

日
本
語
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
挑
戦

課題探究の大切さを強調

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
名
門
ル
ン
ド

大
学
で
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
16
人

が
７
月
22
日
、
千
葉
大
学
の
国
際

教
育
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
）
で
、

読
売
新
聞
記
者
と
大
学
生
の
ペ
ア

に
よ
る
出
前
授
業
「
こ
と
ば
の
授

業
」
を
受
け
、
日
本
語
に
よ
る
模

擬
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
挑
戦
し
た
。

　
「
こ
と
ば
の
授
業
」
は
同
大
学

教
育
学
部
の
藤
川
大
祐
教
授
が
理

事
長
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
企

業
教
育
研
究
会
」
と
読
売
新
聞
が

共
同
で
開
発
し
た
２
時
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
本
来
は
主
に
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
も
の
だ
が
、
日
本

語
を
外
国
語
と
し
て
学
ぶ
海
外
か

ら
の
留
学
生
に
も
応
用
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
、
出
前
授
業
の
依

頼
が
あ
り
、
初
の
試
み
が
実
現
し

た
。

　

ル
ン
ド
大
生
は
６
月
６
日
か
ら

８
週
間
に
及
ぶ
千
葉
大
学
で
の
サ

マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
、
日
本

語
学
習
に
集
中
的
に
取
り
組
み
、

聞
き
取
り
や
会
話
、
作
文
の
ス
キ

ル
な
ど
を
磨
い
て
き
た
。
日
本
語

に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
最
終
目

標
の
一
つ
。

　

こ
の
日
は
、
読
売
新
聞
教
育
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
の
保
井
隆
之

記
者
と
千
葉
大
教
育
学
部
４
年
の

上
村
冬
実
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、

「
こ
と
ば
の
授
業
」
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

よ
う
」
を
行
っ
た
。

　

最
初
に
新
聞
制
作
に
関
す
る
短

い
ビ
デ
オ
で
聞
き
取
り
能
力
を
確

認
し
た
後
、
保
井
記
者
が
「
取
材

メ
モ
を
取
る
際
に
は
、
大
切
な
こ

と
だ
け
を
記
号
な
ど
を
使
い
な
が

ら
素
早
く
書
く
」
と
説
明
。
サ
マ

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
の
佐
藤
尚

子
・
国
際
教
養
学
部
准
教
授
を
相

手
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
お
手
本
を

見
せ
、
興
味
深
い
話
題
を
引
き
出

す
コ
ツ
な
ど
を
披
露
し
た
。

　

学
生
ら
は
そ
の
後
、
４
人
ず
つ

４
つ
の
班
に
分
か
れ
、
大
学
関
係

者
を
相
手
に
模
擬
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
、
取
材
成
果
を
模
造
紙
に

書
き
込
ん
で
発
表
し
た
。
授
業
に

参
加
し
た
ビ
ク
タ
・
ノ
ビ
ス
さ
ん

（
21
）
は
「
本
物
の
記
者
か
ら
取

材
の
仕
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
勉

強
に
な
っ
た
。
分
か
り
や
す
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

　

茨
城
県
立
並
木
中
等
教
育
学
校

（
つ
く
ば
市
）
で
７
月
25
日
に
開

か
れ
た
夏
季
講
座
に
、
読
売
新
聞

東
京
本
社
の
古
沢
由
紀
子
教
育
部

長
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
自
ら

課
題
を
見
つ
け
て
探
究
す
る
力
を

養
う
こ
と
の
大
切
さ
や
、
大
学
入

試
改
革
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
＝
写
真
＝
。

　

同
校
で
は
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
好

き
な
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
探
究

し
、
論
文
に
ま
と
め
る
「
課
題
探

究
」
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
そ
の

ヒ
ン
ト
を
得
る
機
会
と
し
て
外
部

か
ら
講
師
を
招
い
て
い
る
。
今
回

は
高
１
と
高
２
に
あ
た
る
４
年
生

と
５
年
生
の
約
３
０
０
人
が
参
加

し
た
。

　

古
沢
部
長
は
、
２
０
０
１
年
の

米
同
時
テ
ロ
や
、
教
育
改
革
の
現

場
な
ど
、
様
々
な
取
材
経
験
に
触

れ
な
が
ら
、
課
題
探
究
を
通
し
て

身
に
付
く
力
が
将
来
、
社
会
で
求

め
ら
れ
る
こ
と
や
、
大
学
入
試
も

思
考
力
や
表
現
力
、
判
断
力
を
重

視
す
る
方
向
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

担
当
の
二
宮
か
お
る
教
諭
は

「
国
際
社
会
に
興
味
の
あ
る
生
徒

に
は
、
特
に
役
に
立
つ
内
容
だ
っ

た
。
生
徒
た
ち
は
実
践
に
生
か
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

読
売
新
聞
の
出
前
授
業・講
師
派
遣
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玉
川
大
学
が
開
講
す
る
教
員
免
許
状
更
新
講
習

「
新
聞
で
育
む
『
言
語
力
・
人
間
力
』」
が
８
月
８
、９
の
両
日
、

読
売
新
聞
東
京
本
社
（
東
京
・
大
手
町
）
と

玉
川
大
学
（
東
京
都
町
田
市
）
を
会
場
に
行
わ
れ
、

全
国
の
小
中
高
校
の
教
員
31
人
が
参
加
し
た
。

教
員
の
免
許
状
更
新
講
習
で
新
聞
活
用

7 2016.8〈vol.20〉  

（上）「まわしよみ新聞」を作る教員たち　（下）できあがった「まわしよみ新聞」を紹介

　

こ
の
講
習
は
読
売
新
聞
東
京
本
社

が
請
け
負
い
、
鹿
野
川
喜
代
美
・
同

社
Ｎ
Ｉ
Ｅ
企
画
デ
ザ
イ
ナ
ー
（
玉
川

大
学
教
師
教
育
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
講
師
）
を
全
講
習
の
進
行
役

に
、
読
売
新
聞
記
者
ら
を
講
師
に
実

施
さ
れ
た
。

　

教
員
は
10
年
ご
と
に
30
時
間
以
上

の
教
員
免
許
状
更
新
講
習
の
受
講

が
必
要
。
同
大
学
は
「
必
修
」「
選

択
必
修
」「
選
択
」
の
３
領
域
で
23

の
対
面
授
業
型
更
新
講
習
を
開
講
し

記
事
執
筆
や
「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」
作
り

て
い
る
。
読
売
新
聞
社
に
よ
る
講
習

は
「
選
択
」
領
域
の
一
つ
で
、
昨
年

に
引
き
続
き
２
回
目
の
実
施
と
な
っ

た
。
児
童
生
徒
に
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
自
覚
さ
せ
、
問
題
意
識
を
持
っ

て
生
き
て
い
く
力
を
身
に
付
け
さ
せ

る
た
め
、
新
聞
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
、
授
業
で
の
活
用
法
を
学
ん
で

も
ら
う
の
が
狙
い
だ
。

　

初
日
は
、
生
活
部
の
吉
田
尚
大
記

者
と
文
化
部
の
鵜
飼
哲
夫
編
集
委
員

が
そ
れ
ぞ
れ
、
貧
困
児
童
な
ど
の
問

題
と
文
学
賞
の
舞
台
裏
に
つ
い
て
講

義
を
行
っ
た
。
読
売
新
聞
東
京
本
社

の
編
集
局
な
ど
の
見
学
も
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
日
最
後
に
は
、
１
日
の
出
来

事
を
記
事
に
す
る
時
間
が
設
け
ら

れ
、
参
加
者
は
記
者
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。

　

２
日
目
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
中

心
。
実
際
の
記
事
・
写
真
を
見
て
適

切
な
見
出
し
を
付
け
た
り
、
参
加
者

が
互
い
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
合
っ
た

り
し
て
、
取
材
や
編
集
の
一
端
を
経

験
し
た
。

「
早
速
、
授
業
に
取
り
入
れ
た
い
」

　

全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」
作
り
も
行
わ

れ
た
。
参
加
者
は
八
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
当
日
の
朝
刊
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
が
面
白
い
と
思
っ
た
記
事
を
複

数
選
択
。
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
い

な
が
ら
、
独
自
の
見
出
し
や
イ
ラ
ス

ト
を
付
け
、
自
由
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で

１
枚
の
壁
新
聞
に
ま
と
め
上
げ
た
。

　

ま
た
、
１
９
９
９
年
の
新
聞
協
会

賞
（
編
集
部
門
）
を
受
賞
し
た
カ
メ

ラ
マ
ン
の
秋
元
和
夫
記
者
が
、
５
月

の
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
広
島
訪
問
を

取
り
上
げ
、
新
聞
各
紙
の
記
事
を
読

み
比
べ
た
り
、
当
日
の
写
真
記
者
た

ち
の
撮
影
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
解
説
し
た

り
し
な
が
ら
、
報
道
現
場
の
最
前
線

を
紹
介
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
身
近
に
あ
る
新

聞
が
、
こ
ん
な
に
も
熱
い
教
材
に
変

身
す
る
の
か
と
驚
い
た
」「
習
得
し

た
新
聞
活
用
法
を
早
速
、
授
業
に
取

り
入
れ
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
上
が

り
、
充
実
し
た
講
習
に
満
足
し
た
様

子
だ
っ
た
。

取材した人物をひと言で表すグループワークも行われた



客
席
を
見
回
し
て
い

た
。

　

序
盤
か
ら
点
を
取

ら
れ
重
苦
し
い
雰
囲

気
の
な
か
、
試
合
を

観
戦
。
八
王
子
高
の

攻
撃
の
回
に
は
、
応

援
に
来
て
い
る
吹
奏

楽
部
の
関
係
者
に
取

材
す
る
松
本
記
者
に

つ
い
て
行
き
、
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
見
学

し
た
。

　

試
合
後
は
、
負
け

た
東
海
大
菅
生
の
監

督
や
投
手
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
取
材
に
立
ち

会
っ
た
。
３
人
は
、

涙
を
流
し
た
り
、
う
つ
む
い
て
座

っ
た
り
し
て
い
る
選
手
を
目
に

し
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
記
者
室

に
戻
り
、
当
日
の
様
子
を
原
稿
用

紙
に
ま
と
め
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
、

菅
野
さ
ん
は
「
新
聞
社
の
仕
事
は

全
く
想
像
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、

と
て
も
忙
し
い
と
感
じ
た
。
決
勝

の
試
合
を
初
め
て
見
て
、
多
く
の

人
を
感
動
さ
せ
る
一
生
懸
命
な
姿

に
驚
い
た
し
、
そ
の
姿
を
伝
え
る

報
道
は
す
ご
い
と
思
っ
た
」
と
話

し
て
い
た
。
秋
山
さ
ん
は
「
雑
感

記
事
を
初
め
て
書
い
た
け
ど
、
楽

し
か
っ
た
。
練
習
手
帳
を
書
い

て
、
記
者
に
文
章
を
見
て
も
ら
え

た
の
が
、
い
い
経
験
に
な
っ
た
」、

公
塚
さ
ん
は
「
中
高
生
新
聞
に
つ

い
て
の
意
見
を
言
っ
た
り
、
ア
イ

デ
ア
を
出
し
た
り
し
た
の
が
楽
し

か
っ
た
」
と
満
足
そ
う
だ
っ
た
。

わ
る
単
語
を
選
択
肢
に
選
ん
だ
点

に
注
目
し
、「
言
葉
で
遊
ん
で
い

て
、
面
白
い
発
想
。
よ
く
で
き
て

い
る
」
と
絶
賛
し
た
。
３
人
は

「
自
分
の
興
味
が
あ
る
こ
と
は
作

り
や
す
か
っ
た
」「
解
い
た
と
き

に
、
あ
あ
分
か
っ
た
と
思
え
る
問

題
を
考
え
た
」
な
ど
と
振
り
返
っ

て
い
た
。

高
校
野
球
地
区
予
選
を
取
材

　

最
終
日
の
27
日
は
、
高
校
野
球

の
西
東
京
大
会
決
勝
の
日
。
高
校

野
球
の
取
材
経
験
が
豊
富
な
松
本

英
一
郎
記
者
と
と
も
に
会
場
の
神

宮
球
場
へ
向
か
っ
た
。
記
者
室

で
、
八
王
子
高
校
側
と
東
海
大
菅

生
高
校
側
の
ス
タ
ン
ド
の
ど
ち
ら

で
取
材
す
る
か
を
相
談
。
３
年
連

続
の
挑
戦
と
な
る
東
海
大
菅
生
の

ス
タ
ン
ド
で
取
材
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

記
者
と
同
じ
メ
モ
帳
を
渡
さ
れ

た
３
人
は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で

一
塁
側
ス
タ
ン
ド
へ
。
松
本
記
者

か
ら
、「
観
客
席
を
見
た
と
き
に
、

何
が
見
え
る
か
。
現
場
に
行
か
な

い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
を
探
す
の

が
大
切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

　

東
京
都
立
立
川
国
際
中
等
教
育

学
校
（
立
川
市
）
の
４
年
生
（
高

１
）
３
人
が
７
月
下
旬
、
読
売
中

高
生
新
聞
編
集
部
で
特
別
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
秋
山
夏な

つ

海み

さ

ん
、
公き

み

塚づ
か

優ゆ
う

奈な

さ
ん
、
菅か

ん

野の

穂ほ
の

香か

さ
ん
。
21
、
22
、
27
日
の
３
日
間

で
、
読
売
新
聞
朝
刊
１
面
の
コ
ラ

ム
「
編
集
手
帳
」
を
お
手
本
に
し

た
「
練
習
手
帳
」
の
執
筆
や
、
企

画
会
議
で
の
提
案
、
英
会
話
ペ
ー

ジ
の
校
閲
、
高
校
野
球
の
取
材
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
体
験
し
た
。

　

２
日
目
の
企
画
会
議
で
は
、
中

高
生
新
聞
「
季
節
外
れ
の
期
末
テ

ス
ト
」
コ
ー
ナ
ー
の
設
問
を
考
え

る
課
題
が
与
え
ら
れ
た
。
担
当
の

藤
山
純
久
記
者
か
ら
、
①
簡
単
す

ぎ
な
い
②
解
い
た
と
き
に
、「
へ

ー
」
が
あ
る
─
と
コ
ツ
を
伝
授

さ
れ
、
７
月
15
日
号
と
22
日
号
の

記
事
の
中
か
ら
設
問
を
考
え
た
。

３
人
は
、
何
度
も
新
聞
を
め
く
っ

た
り
、
電
子
辞
書
を
引
い
た
り
し

な
が
ら
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

た
。

　

そ
の
結
果
、
ア
ス
リ
ー
ト
長

者
番
付
の
記
事
か
ら
、「
最
も
稼

い
だ
の
は
誰
か
」「
最
も
収
入
が

多
い
ロ
ナ
ル
ド
選
手
は
い
く
ら
稼

い
だ
か
」
と
い
っ
た
問
題
が
で
き

あ
が
っ
た
。
藤
山
記
者
は
「
人
を

問
う
か
、
金
額
を
問
う
か
ど
ち
ら

か
に
分
か
れ
る
け
れ
ど
、
ス
ト
レ

ー
ト
に
人
の
興
味
を
引
く
と
こ
ろ

に
気
づ
い
た
の
は
す
ご
い
」
と
評

価
。
ま
た
、
体
操
の
白
井
健
三
選

手
の
得
意
技
を
問
う
設
問
で
は
、

「
ひ
ね
り
」
の
ほ
か
「
り
」
で
終
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東海大菅生高校吹奏楽部の関係者（右端）に話を聞く立川国際中等教育学校の生徒たち（左の３人）

中高生新聞の記者（左）とともに各紙朝刊をチェックする立川国際中等教育
学校の生徒たち

読
売
中
高
生
新
聞
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

立
川
国
際
中
等
教
育
学
校
の
生
徒
が
記
者
を
体
験
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宮
城
県
仙
台
第
二
高
校
（
長
島

勝
彦
校
長
）
の
１
年
生
１
５
９
人

が
８
月
３
日
、
夏
季
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
東
京
・
虎

ノ
門
に
あ
る
笹
川
平
和
財
団
を
訪

れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
企

業
の
ト
ッ
プ
経
験
者
や
研
究
員
ら

か
ら
仕
事
の
話
を
聞
き
、
自
ら
の

将
来
に
つ
い
て
考
え
た
。
読
売
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い

る
一
般
社
団
法
人
デ
ィ
レ
ク
ト
フ

ォ
ー
ス
の
協
力
で
実
現
し
た
。

　

冒
頭
で
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

　

高
校
生
の
お
薦
め
本
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
決
定
す
る
「
全
国
高
等
学

校
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
２
０
１
６
」

が
開
幕
し
、
７
月
23
日
に
全
国
の

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
松
山
市
と
横
浜

市
で
大
会
が
行
わ
れ
た
。

　

松
山
市
の
松
山
東
雲
女
子
大
学

で
行
わ
れ
た
四
国
大
会
（
活
字
文

化
推
進
会
議
主
催
）
に
は
、
四
国

４
県
か
ら
18
校
の
代
表
が
出
場
。

お
気
に
入
り
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小

説
の
魅
力
を
熱
く
語
っ
た
徳
島
県

立
池
田
高
校
２
年
の
関
口
俊
介
さ

ん
（
16
）
が
優
勝
し
、
来
年
１
月

に
東
京
・
よ
み
う
り
大
手
町
ホ
ー

関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
事
務
局
長
を
務
め

た
同
財
団
の
田
中
伸
男
理
事
長

が
、
国
際
機
関
で
働
い
た
経
験
や

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
な
ど
に

つ
い
て
講
演
。
大
学
時
代
に
国
際

学
生
団
体
に
所
属
し
た
こ
と
が
、

国
際
機
関
を
目
指
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
話
し
、
国
際
機
関
を
目

指
す
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
「
ま
ず
高

校
や
大
学
な
ど
で
、
国
際
的
な
活

動
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

生
徒
は
26
の
班
に
分
か
れ
て
、

ル
で
行
わ
れ
る
決
勝
大
会
へ
の
出

場
権
を
得
た
。

　

関
口
さ
ん
は
、
戦
争
の
危
機
が

迫
る
架
空
の
世
界
を
舞
台
に
、
図

書
館
の
あ
る
じ
を
務
め
る
少
女
の

活
躍
を
描
く
「
図
書
館
の
魔
女
」

（
高
田
大
介
著
）
を
紹
介
。「
上
下

巻
１
４
５
７
ペ
ー
ジ
。
見
た
目
通

り
中
身
も
重
く
、
が
っ
つ
り
読
み

応
え
が
あ
る
。
最
初
か
ら
最
後
ま

で
僕
の
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
り

続
け
た
」
な
ど
と
魅
力
を
訴
え
か

け
た
。

　

一
方
、
横
浜
市
の
神
奈
川
近
代

文
学
館
で
開
か
れ
た
神
奈
川
県
大

会
（
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
主

催
、
活
字
文
化
推
進
会
議
な
ど
共

催
）
に
は
県
内
の
高
校
生
18
人
が

出
場
。
県
立
平
塚
中
等
教
育
学
校

４
年
（
高
1
）
の
前
島
千ち

手ひ
ら

さ
ん

（
15
）
が
優
勝
し
、
決
勝
大
会
へ

コ
マ
を
進
め
た
。
前
島
さ
ん
は
、

国
民
管
理
の
た
め
に
首
輪
型
う
そ

発
見
器
の
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
世
界
を
描
い
た
「
う
そ
つ
き
、

う
そ
つ
き
」（
清
水
杜
氏
彦
著
）

を
紹
介
。「
正
義
、
生
き
る
こ
と
、

幸
せ
、
大
切
な
何
か
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
は
考
え
て
し
ま
う
と
思

う
。
読
ん
で
確
認
し
て
み
て
ほ
し

い
」
と
語
り
か
け
、
聴
衆
の
心
を

つ
か
ん
だ
。

仙
台
二
高
１
年
生
が
笹
川
平
和
財
団
で
研
修

全
国
高
校
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
開
幕

企業トップ経験者や研究者らと対話
国際関係の仕事に興味津々

７月23日に
四国と神奈川で火ぶた

ディレクトフォース会員で旧三菱銀行ＯＢの吉田文一さん（中央）から熱心に話を聞く仙
台二高の生徒たち

（右）四国大会で優勝した関口俊介さん
（左）「うそつき、うそつき」で決勝にコマを進めた前島千手さん

同
財
団
や
日
本
財
団
で
活
躍
す
る

研
究
員
の
ほ
か
、
デ
ィ
レ
ク
ト
フ

ォ
ー
ス
会
員
の
企
業
Ｏ
Ｂ
ら
、
計

30
人
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
内

容
な
ど
を
聞
い
た
。
生
徒
た
ち

は
、
国
際
協
力
の
仕
事
に
携
わ
っ

て
き
た
研
究
員
か
ら
テ
ロ
に
関
す

る
話
を
聞
き
、
原
因
や
対
策
に
つ

い
て
考
え
た
り
、
事
前
に
用
意
し

た
質
問
を
し
た
り
し
て
、
熱
心
に

メ
モ
を
取
っ
て
い
た
。

　

酒
井
龍り

ゅ
う

聖せ
い

さ
ん
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
駐
在
が
長
く
、
三
井
ア
リ
メ
ン

ト
ス
社
長
な
ど
を
歴
任
し
た
安
達

公
一
さ
ん
か
ら
、
現
地
で
仕
事
を

す
る
上
で
必
要
な
こ
と
や
人
材
育

成
の
秘
訣
な
ど
を
聞
い
た
話
が
印

象
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。「
社

長
を
務
め
た
人
と
話
す
こ
と
は
な

い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
聞
け
て
た
め

に
な
っ
た
。
国
際
関
係
の
道
に
進

ん
で
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
た
」

と
話
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
井
上
恵
さ
ん
は
「
海
外

で
活
動
し
て
い
る
人
が
多
く
、
も

っ
と
広
い
視
野
を
持
つ
べ
き
だ
と

思
っ
た
。
皆
さ
ん
、
自
分
の
中
に

何
か
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
た
。
自
分
も
早
く
そ
う
し
た
も

の
を
見
つ
け
て
生
き
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
た
」
と
気
持
ち
を
新
た
に

し
て
い
た
。
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自
ら
問
い
、
自
ら
考
え
る
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
と
し
て
教
育
現
場
で
広
が

っ
て
い
る
「
ハ
テ
ナ
ソ
ン
」
を
7
月

13
日
、
文
部
科
学
省
の
専
門
官
ら
が

視
察
、
学
生
に
交
じ
っ
て
質
問
作
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体
験
し
た
。

　

こ
の
授
業
は
、
帝
京
大
学
（
東
京

都
八
王
子
市
）
の
土
持
ゲ
ー
リ
ー
法

一
教
授
と
本
社
が
共
同
で
行
う
一
般

教
養
講
座
で
、
視
察
し
た
の
は
文
科

省
初
等
中
等
教
育
局
教
職
員
課
の
伊

教
職
員
研
修
見
直
し
に
向
け

野
哲
也
専
門
官
と
大
岸
正
樹
専
門
職

の
２
人
。

　

こ
の
日
が
参
院
選
の
直
後
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
講
師
を
務
め
る
松
本

美
奈
・
本
社
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

務
局
専
門
委
員
が
、
約
50
人
の
学
生

に
「
18
歳
選
挙
権
は
日
本
を
変
え

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
提
示
。
伊
野
、

大
岸
両
氏
も
学
生
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル

に
つ
い
て
、「
18
歳
と
19
歳
の
投
票

率
に
差
が
出
た
の
は
な
ぜ
？
」「
自

宅
か
ら
遠
い
大
学
に
通
っ
て
い
る
学

生
も
投
票
し
や
す
く
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
？
」
な
ど
、
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
に
次
々
と
質
問
や
疑
問
点

を
書
き
出
し
た
。

　

文
科
省
で
は
小
、
中
学
校
の
学
習

指
導
要
領
に
ア
ク
テ
ィ
ブ･

ラ
ー
ニ

ン
グ
を
盛
り
込
む
た
め
に
教
職
員
研

修
の
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、
こ
の

日
の
視
察
も
そ
の
一
環
。
伊
野
専
門

官
は
「
現
場
の
先
生
た
ち
が
ア
ク
テ

ィ
ブ･
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
体
験
し
て
い

な
い
の
で
実
践
す
る
の
が
難
し
い
。

ハ
テ
ナ
ソ
ン
の
よ
う
な
手
法
は
研
修

に
生
か
せ
る
」、
大
岸
専
門
職
は
「
こ

の
講
義
が
一
番
授
業
を
受
け
て
い
る

感
じ
が
す
る
、
と
学
生
が
語
っ
て
い

た
の
が
印
象
的
。
こ
う
い
う
授
業
が

当
た
り
前
に
な
れ
ば
学
校
現
場
も
変

わ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
感
想
を
話

し
て
い
た
。

　中学入試の最新情報を伝え
る読売新聞社のムック本「中
学受験ガイド2017」（読売新
聞 教 育 ネットワーク事 務 局
編）＝写真＝が発売中です。
　全国342の中高一貫校の

「大 学 合 格 実 績」の ほ か、独
自調査による「主要塾の合格
者数一覧」を紹介。関東や関
西の有力校の校長らのインタ
ビュー記事なども掲載しています。
　また、生徒が課題研究やグループ討論を行う「アクティ
ブ・ラーニング」、グローバル化に対応した英語教育など
の現状も取り上げました。思考力や表現力を重視した大
学入試改革をにらみ、進路選択の参考になる情報が満載
されています。
　Ａ４変型、税別1148円。書店のほか、最寄りの読売新聞
販売店（ＹＣ）で購入できます。

　読売新聞が発行する日刊英字紙The Japan Newsでは、
高校生を対象とした「和英翻訳コンテスト高校生特集」を実施していま
す。日本語の新聞記事を英訳してみませんか。もちろん辞書を使っても
ＯＫです。締め切りは９月７日（水）。審査結果は、９月25日（日）のThe 
Japan Newsの紙面で、講評とともに発表します。
＜応募方法＞
■e-mail…９月７日午後６時までに、メール件名を「高校生特集」と明
記の上、翻訳文をメール本文として送信。
送信先　jn-edu@yomiuri.com
■郵送…９月７日必着。封書かハガキ（鉛筆書きは不可）で。
宛先　〒100-8055（住所不要）
　　　読売新聞東京本社　英字新聞部「高校生特集」係
＜賞品＞
　最優秀作品に3000円、優秀作品に2000円、佳作に1000円分の図書
カードを贈呈します。
※課題文など詳細は、The Japan Newsのウェブサイトをご覧ください。
http://the-japan-news.com/news/article/0003052118

「中学受験ガイド2017」発売中 ジャパン・ニューズが
高校生翻訳コンテスト開催

文科省の専門官らがハテナソン視察
【ハテナソン】 hatenathon

疑問を表す「はてな」と「マラソン」を組み合わせた造語。
佐藤賢一・京都産業大学教授がＤ・ロスステイン著『たっ
た一つを変えるだけ』（新評論）をヒントに命名、新聞を活用
したアクティブ･ラーニングとして開発した教育プログラム。

学生に交じってハテナソンに参加する文科省の大岸専門職（右から２人目）。中央奥は松本専門
委員
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リレーエッセー

海
外
で
学
ぶ・リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
⑳

英
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー・カ
レ
ッ
ジ・ロ
ン
ド
ン（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
）

「
熱
心
に
学
ぶ
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
生
」

神
戸
女
学
院
高
等
学
部
卒
、
英
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
1
年　

松
崎 

可か

鈴り
ん 

さ
ん　

学
位
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
、
国
際
都

市
の
ど
真
ん
中
と
い
う
立
地
、
そ
し

て
教
授
対
学
生
の
割
合
が
1
：
10
で

あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
だ
っ
た
。

Ｕ
Ｃ
Ｌ
のBachelor in A

rts and 
Sciences

コ
ー
ス
の
学
生
は
芸
術
・

人
文
学
と
科
学
の
双
方
の
分
野
を
履

修
で
き
る
。
例
え
ば
、
私
は
政
治
学

（
人
文
系
）
を
主
専
攻
に
、
心
理
学

（
理
系
）
を
副
専
攻
に
選
び
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
問
の
み
を
専
攻
と
す
る
学

生
と
同
じ
授
業
を
取
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

私
は
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
の
雰
囲
気

が
好
き
だ
。
人
文
系
と
理
系
が
と
も

に
尊
重
さ
れ
て
い
る
、
と
強
く
感
じ

る
か
ら
だ
。
誰
も
、
文
学
や
歴
史
、

あ
る
い
は
哲
学
を
学
ぶ
こ
と
へ
の
実

利
的
な
意
義
を
問
わ
な
い
。
そ
こ
が

好
き
だ
。
24
時
間
開
放
さ
れ
て
い
る

お
気
に
入
り
の
図
書
館
に
は
、
学
ぶ

こ
と
に
貪
欲
な
学
生
の
姿
が
あ
る
。

　

公
開
講
義
に
行
っ
て
み
る
の
も
楽

し
い
。
教
授
や
政
治
家
、
主
要
人
物

が
登
壇
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
大
学

の
学
生
団
体
が
開
催
す
る
も
の
も
あ

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/000266165
でお読みいただけます。

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フ
ェローシップ」のメンバーが、海外のキャンパスライフをリレー連載します。
留学フェローシップの詳細はウェブサイト（http://ryu-fellow.org）へ。

大学の友人と。松崎さん（前列中央）＝本人提供

る
。
あ
る
回
は
、
大
学
の
イ
ス
ラ
ム

学
生
団
体
（Islam

ic Society

）
が

当
事
者
で
あ
る
難
民
認
定
待
ち
の
シ

リ
ア
人
と
、
彼
ら
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
代
表
を
招
き
、
共
通
の
認
識
を

持
と
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
紛

争
解
決
を
志
す
人
間
と
し
て
、
こ
う

し
た
場
所
で
学
び
を
深
め
ら
れ
る
環

境
に
き
た
あ
り
が
た
み
を
実
感
す
る

日
々
だ
。
海
外
留
学
は
予
期
せ
ぬ
出

来
事
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
も
知
れ

ず
、
リ
ス
ク
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
私
は
あ
え
て
、
そ
れ
な
り
の
価

値
が
あ
る
と
言
い
た
い
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan 
N

ew
s 

２
０
１
６
年
２
月
26
日
）

Britain

University
College
London

University
College
London

London

　

ロ
ン
ド
ン
に
来
て
約
半
年
、
新
旧

が
混
在
す
る
こ
の
街
に
感
嘆
さ
せ
ら

れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
ロ
ン
ド
ン

の
道
と
い
う
道
に
息
づ
く
歴
史
の
足

跡
に
常
に
旧
い
も
の
の
息
吹
を
感
じ

つ
つ
、
大
都
市
の
中
心
地
で
常
に
人

間
の
活
動
と
と
も
に
変
容
を
続
け
る

社
会
の
存
在
を
意
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　

あ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
世
代
間
で

捉
え
方
の
違
う
「
集
合
的
記
憶
」

の
、
象
徴
的
な
例
と
な
る
母
国
の
歴

史
的
事
象
を
あ
げ
て
議
論
が
な
さ
れ

た
。
私
が
靖
国
神
社
の
例
を
交
え
て

話
す
と
、
他
の
学
生
が
異
な
る
歴
史

理
解
を
前
提
と
し
た
反
論
を
し
て
く

れ
た
。
そ
の
瞬
間
、
私
は
全
体
の
33

％
が
留
学
生
で
あ
る
こ
の
大
学
の
、

多
様
性
の
あ
る
環
境
を
享
受
で
き
る

こ
と
に
感
謝
し
た
。

　

私
は
日
本
の
普
通
の
高
校
を
卒
業

し
た
た
め
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
の
大
学
進
学
準

備
コ
ー
ス
で
人
文
地
理
学
と
経
済
学

を
学
ん
で
い
る
。
こ
の
コ
ー
ス
は
、

16
歳
か
ら
専
門
分
野
を
学
ぶ
英
国
の

教
育
シ
ス
テ
ム
に
留
学
生
を
適
応
さ

せ
る
の
が
目
的
だ
。
Ｕ
Ｃ
Ｌ
を
選
択

し
た
の
は
、
文
理
学
士
号
（BA

Sc

＝A
rts and Sciences

）
と
い
う

英ユニバーシティー・カレッジ・ロンドン（UCL）
1826年創立。150か国からの留学生を受け入れて
おり、学生の3分の1を占めている。




